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鈴木正三と医王寺  

 

 医王寺は山号を松応山といい、曹洞宗である。  

正治年間（ 1199～ 1202）鈴木平内太夫重善が善阿弥

と称し、天台宗の草庵を創立、医王寺と号したのが

はじまりと伝えている。  

 その後、堂宇は荒廃したが、寛永 8 年（ 1631）に、

鈴木正三が修復している。  

 江戸時代中期に近江国彦根、清凉寺の高外全国和尚（ 1742 没）が住職のとき、曹洞宗に

改宗したという。本尊仏は薬師如来像。  

 

 

鈴木正三の生涯  

 

 戦国時代（武断政治）の末期から四代将軍家綱（文治政治）が始

まるまで、正三は幾度も戦争の悲惨さを見聞きした。  

 

正三 4 歳のとき   天正 10 年（ 1582）  本能寺の変（織田信長自害  ）  

正三 12 歳のとき   天正 18 年（ 1590）  後北条氏滅亡  

正三 12 歳のとき   天正 18 年（ 1590）  家康の関東移封により下総国塩子村に住む  

正三 14 歳のとき   文禄元年（ 1592）  文禄の役。秀吉が明の征服を目的に朝鮮出兵  

正三 22 歳のとき   慶長 5 年（ 1600）   関ヶ原の戦、秀忠軍に従い信州上田で初陣  

正三 36 歳のとき   慶長 19 年（ 1614）  大坂冬の陣、戦功あって 200 石加増  

正三 37 歳のとき   慶長 20 年（ 1615）  大阪夏の陣に参戦  

正三 41 歳のとき   元和 5 年（ 1619）   大番に列し大坂城番士を勤める。『盲安杖』  

正三 42 歳のとき   元和 6 年（ 1620）   江戸で剃髪。則定の鈴木家は重成が継ぐ  

正三 46 歳のとき   寛永元年（ 1624）   石ノ平（豊田市山中町）で修行。後の恩真寺  

正三 59 歳のとき   寛永 14 年（ 1637） 天草島原の乱。弟重成は鉄砲奉行として参戦  

正三 64 歳のとき   寛永 19 年（ 1642）  重成の助言者として天草に行く  

正三 70 歳のとき   慶安元年（ 1648）   江戸に出て、諸人に法話  

正三 73 歳のとき   慶安 4 年（ 1651）   徳川家光、没す。四代将軍家綱  

正三 75 歳のとき   承応 2 年（ 1653）   重成、天草の年貢半減を訴え、江戸にて没す  

正三 77 歳のとき   明暦元年（ 1655）   駿河台の弟重之の屋敷にて遷化  
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